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６月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 

用地拡張の理由 

 市民ホール用地は、小田原城正規登城ルート上の

馬出門正面に当たることから、市民ホールの整備

は、これらの歴史的景観と調和した施設の配置を検

討し推進することが必要となる。 

 → ホールの外観は、お城もどきに？ 

 具体的には、お堀端通り沿いに十分な空地(約15

ｍ)を設け、景観へ配慮し、ゆとりと潤いのある空間

を創出すると同時に、芸術文化の拠点として市民が

必要とする機能を満たした施設配置を実現すること

が求められるが、それらの要求を満たすためには、

現市民ホール用地では限界があり、周辺への用地の

拡張が不可欠となる。 

 → 城下町ホール設計変更の根拠？ 

修正案に賛成した理由 

 用地取得のため、3年近く事業が先送りとなり、 

地権者の同意がどこまで得られているか不明であ

る。早期に建設するのであれば、現有地で設計を行

うべきである。この際、少年院･検察庁･簡易裁判所

の移転を待ち、用地を拡大する計画も検討すべき。 

 市議会6月定例会で、お城通り地区再開発事業化

委託料と、市民ホール用地拡張補償調査委託料の補

正予算案が修正（削除）されました。 
 

■お城通り地区再開発事業の事業化検討調査委託料

（１８９万円） 

 事業の見直しによる事業計画の作成などをコンサ

ルタント会社に委託する費用で、今年度中に基本的

な構想（施設構成、配置、事業費試算、事業手法

等）を策定する予定。 

修正案に賛成した理由 

 商業・業務部分を減らし、公共施設の比率を多く

した見直し案が、事実上新たな公共施設を税金で造

る構成となること。また、昨年委託した事業案（駅

前ホール案を方針変更した案）とも異なるため、委

託の前に行政内部で更なる検討が必要と判断。 
  

■市民ホール整備推進経費の用地拡張に伴う補償調

査委託料（約３１７万円） 

 市民ホールは、建設用地を拡張する方針で、現計

画地(5816㎡)の道路を挟んだ南側(約3000㎡)の取

得に向けた補償調査委託料。 

項目  年度 2009 2010 2011 2012 2013 2014 

お城通り地区

再開発事業 

基本構想策定 調整  

設計・工事 

 

   部分完成         

商業・業務施設   

段階整備 

 

地下街 

土地所有者協議 
 

  調査・分析 
 

事業者選定 

 
 

 
 

協議    改修 
 

 
 

施設再開 

   

市民ホール 

  用地取得  
 

発掘調査 
 

基本設計 

 
 

 
 

実施設計 
 

 
 

 
 

 契約 

 
 

 
 

建設 

 

市民会館 
耐震設計 大ホール工事 

 

本館工事 
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 武松政策研究会からのお知らせ 
 勉強会は、衆議院議員選挙の公示期間内になった場合は中止となります。   

 ８月の月刊武松の発行及び勉強会は、都合により中止いたします。 

７月の勉強会は 

日 時：7/25(土)18時～20時 

場 所：市民学習フロア 学習室B 駅前ビル ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱｰ奥のｴﾚﾍﾞｰﾀで４階 

テーマ：「再開発･地下街･ホールについて」 
参加費：100円 終了後、実費で懇親会を行います。   ｉ- mode HP → 

 
HPは、YAHOO!で「たけまつただし」 月刊武松バックナンバー全て掲載しています。 

 

 寄付は、ジャパンネットバンク 本店 普通口座 ７９４１３７７ タケマツタダシ  

     さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾅｼﾃｨｲｰｽﾄ出張所 普通口座 ００５１２２８ 武松政策研究会 武松忠 まで 

月刊武松は本人が配布しているため、行き届かないところがありますが、読み終わりましたら知合い

の方にお渡しいただけると幸いです。また、ｅメールでも送付していますので連絡下さい。 

現有地でホールを! 

ＪＴ小田原工場の跡地利用について      60代 男性 

 久野のＪＴ小田原工場が撤退との報道がなされました。当然だとお思いますが、５月中旬市長はＪＴ

副社長や財務副大臣と面談の上、工場撤退の再考を訴えましたが、色よい返事はなかったようです。 

 ユアサが撤退した中、ＪＴまでもかという感じです。前々から噂はあったようですが、これだけの大

工場ですので、地域経済に対する影響も無視できません。できれば工場存続、少なくとも雇用確保と工

場の跡地の活用は市として責任をもって対処していただきたいものです。さすがにホールを作れとはい

かないでしょうが、広い土地だけに、ショッピングモール進出などが気になります。新しい工場の誘致

など、なるべく現在の姿を保った再開発が望まれると思われます。 
 

 秦野工場（現ジャスコ）との統合があったので、小田原工場は当面存続されると思っていましたが本

当に残念な話です。ＪＴ小田原工場は、面積7万8千㎡もあり、その跡地利用がまちづくりに非常に大き

な影響を与えます。会社発表では、2011年3月末で工場を廃止し、跡地利用については「地元の自治

体の意向を最大限に尊重する」と述べ、地域社会に配慮する方針を示しました。都市計画上の用途地域

は工場が、工業地域、道路を挟んだグランドが、第一種住居地域で共に建蔽率60％、容積率200％、

高さ31m以下（特定工業系用途建築物）、高さ15m以下（左記以外）。 

 工業地域は、どんな工場でも建てられる地域で、住宅や店舗（1万㎡以下）は建てられますが、学

校、病院、ホテルなどは建てられません。第一種住居地域は、住居の環境を守るための地域で、3千㎡

までの店舗、事務所、ホテルなどは建てられます。第一希望としては、工場再編をしている他の企業が

移転してきてもらうのがいいのですが、現在の経済状況では困難と思われます。大店立地法が見直さ

れ、工業地域での店舗面積が１万㎡以下に抑えられたため、大型ＳＣは進出できなくなりました。 

 私は、中規模の公園等を配置し、地域の価値が上がる住宅地が望ましいと考えています。  

The Voice  これまでに頂いたご意見から   

 従来の(仮称)城下町ホール用地を拡張すると

の事ですが、図１に示すようにホールの南側

の市道2197を挟んだ南側の用地を予定して

います。 
■問題点 

・3年以内に用地取得できるか？ 

 現在の地価が下がっている現状で、理解を 

 得られるか見通しが付いていない。 

・市道2197の付け替えが必要。 

 用地取得できたとしても、一体的に使うに 

 は、市道の付け替えが必要。 
■私案 

・駐車場棟を拡張用地側に建設する。 

・図１駐車場棟の位置に、楽屋、会議室、練 

 習室、展示室等を配置する。 

・現市有地でホールの設計を行う。 図１ (仮称)城下町ホール配置図 

(仮称)城下町ホール 

ホール棟 

駐車場棟 


